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Lidar Observations in Canadian Arctic Area
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to s七滴y polar stratospheric cloud (PSC)　もratospheric ozone and

a new observatory　腎ill be constructed at Eureka (80.0-　N,　　　o W)

in October 1992.　A Japanese Aretic PSC/詰aze lidar and a Canadian

used　書or　私easurements of PSC and haze layer in cooperation with FTIR

and UV spectroieters and baloon borne sensors

1.　は　じめに

最近北極域を含めて北半球中緯度の冬から早春にかけて成層圏のオゾンの減少が顕著になってき

ているO　北極では極渦の発達と維持が山岳彼等による擾乱のため､南極に比較して､困難であり､

南極のオゾンホールほど大規模なものはこれまで観測されてはいないが､小規模のものはすでにス

カンジナビア半島上空で1989年2月に起こっている.また最近冬の中緯度にCIOが多量に存在してい

ることがNASAの航空機観潮で明らかになっているが､これが冬季中緯度から高緯度にかけてのオゾ

ンの減少に関連して　しているのではないかと推論されている｡この多量のCIOは北極域のPSC(Polar

Straもospherie Cloud)による不均一反応(heもerogeieous reacHon)で生成され､極渦が崩壊した

ときに中緯度に輸送されるのではないかと言われているがまだ確定はしていない｡いづれにしても

北極域でのPSCや03､ HNO ､ NO2､琵Ch CION02､ CIO等の同時観潮が重要になってきている｡

極域の冬から春先にかけてへイズ層(Arctic Haze)が高度2　km以下に現れることがこれまでのわ

ずかな研究で調査されているが､そのようなヘイズの生成メカニズムや輸送過程等まだ未知のこと

がらが多い｡北極へイズは春先太陽放射を吸収して極域の大気循環ひいては半球規模の大気大循環

にも影響を及ぼす可能性が考えられることから長期の観潮及び解明が重要である｡

このような背景のもとに科学技術庁振興調整費｢北極域における気圏･水圏｡生物圏の変動及び

それらの相互作周に関する国際共同研究｣のもとで､朗RI､ CRLの二つの研究所は､カナダ大気環境

庁　AES (鬼も汲ospheric Environ私enも　Service)及び　ヨーク大のISTS (王nstihHe of Space and

Terrestial Science)と協力して､カナダ北極域でPSCやヘイズ､オゾン等の観測を行うことになっ

たO　日本側はライダー及びぎHR(開盈Iの敬野行雄民担当)観潮を､カナダ側はユーレカの観潮所の建

設とオゾンライダーや地上からの分光観潮及び気球観潮を担当することがこれまでの話合いの中で

決定されている｡

2.ユーレカ観測所と観潮スケジール

このカナダ北極圏の観測所は､カナダ政府によるグリーンプランと､約0とNASAが中心になって進

めているNDSC(Neも闇O沌fortheDetectionofStratosphericChange)のPrimaryStationの一つ

として建設されるもので､ASTRO(AreticStratosphericObservatory)と呼ばれ､1QQ9
LU｡u年10月には

完成する予定になっている｡完成後直ちに日本からのPSC/翫zeライダーとカナダのオゾンライダー
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が持ち込まれ､順調にいけば1992年のi2月から1993年3月頃まで観測を予定している｡ FTIRは太陽光

線を利用するので1993年2-3月を予定している○　この僧にオゾン､エアロゾル､ NO2､ HNO等を測

定するゾンデも飛揚することになっている｡これらの観測を成功に導く上からも日本の大学等から

の協力が望まれる.またカナダ側からは､ CIOのマイクロ波観測を日本に希望している｡

3. PSC/苫azeライダー

Ie lにPSC/Haze　ライダーの特性をまとめた｡

またFig.1にその外観図を示す｡

このライダーは極域の　PSCとヘイズの観測がで

きるように設計されている｡ PSC　の観測では　PSC

のタイプ(現在　もype Iと　type IIが考えられて

いる)が判定できるように､ 2波長の1064nmと532

mにおける散乱比と偏光解消度の観潮が同時に行

えるよ　う　に　した｡

ヘイズの測定はセレストロンの望遠鏡を用いて

行うが､波長は　532　nm　のみで､この場合も偏光

解消度の観潮が行えるように受信部は　2チャンネ

ルにした｡送信用のレーザーは1台で　PSC/Haze

に共通で用いる｡したがってへイズの観測の時に

は受信望遠鏡を徴調してライダーの光軸を合わせ

る｡極寒での使用を考慮して､受信望遠鏡が在る

部分は外気と同じ温度のコールドルームとして開

発を進めている｡
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Fig 1. PSC/Haze　ライ　ダーの外観図
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Table 1.　PSC/Hazeライ　ダーの特性

Trans血Itter

Wavelength (nm)

Pulse Energy (iJ)

Pulse width (ns)

Pulse Rep. Rate (Hz)

Bea皿　Divergence (mrad)

Pointing Stability (mrad)

PSC Lidar Receiver

Telescope Type

Aperture (m)

Focal Length (皿)

1064　　　532

550　　　70

7　　　　　5

10　　　　10

≦0.05　≦　0.05

≦0.05　≦0.05

Newtonian

0.5

1.5

Field of Vie闇(Miniaum　　　0.2

甘avelength (n皿　　　　　　　1064　　　532

Polarization P.S P.S

Signal Processing　阿ethod Photon counting. 4　CH

河iniiau皿　Range Resolution　　30　m

Haze Lidar Receiver

Telescope Type Cassegrain

Aperture (n)　　　　　　　　　0.3

Focal Length (皿　　　　　　　1.8

Field of View (rarad)

甘avelength (nm)　　　　　　　532

Polarization P.S

Signal Processing method Dizitization, 2　CH

托mnum Range Resolution　15　h
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